


　






プログラム名：防災活動から要援護者支援へ





実践プログラム（案）





資料４－１








●特徴


防災活動の取組みと要援護者支援の取組みの融合





＊働きかける主体：市町村社会教育課





■学ぶ機会をつくる


　





　






























































■気づきを促す





　


　





　　　


　

















学ぶ





○内容


◆防災訓練の実施


　　　・避難訓練


　　　　集合する際に、自らの避難経路を確認しながら、会場まで来てもらう。


・防災○×クイズの実施


　　　　防災及び要援護者への対応に必要な知識を


深めるため、クイズ形式でまなぶ。


　　　・行政からの情報提供及び啓発


　　　　災害時における要援護者への対応方法や支援に関わる施設・組織の情報を提供する。　　　　


・要援護者に関わる相談コーナーの設置


　　　・備蓄食糧を利用した炊き出し





＜気づき＞


　「災害時に避難するのに困難を感じている


人はこんなにいるのか」





○場所　学校、避難所


　○対象　地域住民


　○連携先


　　危機管理部局・福祉部局、自治会、社会福祉協議会、学校、学校を支援する組織、


NPO　等











○内容


◆要援護者の抱える課題を学ぶ


　・   　 ・防災マップづくり


　　　　  　要援護者にとって、危険な箇所を考えながら


歩き、要援護者も活用できるマップを作成


する。


　　　　　・災害時備蓄食糧を食べてみよう


　　　　　　備蓄食糧を実際に使って、要援護者に応じた


調理方法を考える。


　　　・避難所運営ゲーム


　　  　 　避難所の年齢や性別、国籍や要援護者が抱える事情が書かれたカードを避難所の平面図にどれだけ適切に配置し、避難所で起こりうる出来事への対応を模擬体験する。


　　　　　　


　　　＜学び＞


　　　 「災害時に避難に困難を感じている人は、日常の


生活でもこんなに課題を感じているのか。


「どのような支援がもとめられているのだろうか。」


　　　　　　　





○場所　公民館等社会教育関連施設　等


○対象　地域住民


○連携先（一緒に企画立案が可能な場合は共催する）


　　危機管理部局・福祉部局・市民協働部局、


自治会、社会福祉協議会、NPO　等





気づく





■情報提供する





■始めようという意識の醸成を図る


　








知る





始める





○内容


◆避難所1日体験を実施


　　災害時の要援護者支援の取組みを通じて、日常の生活にある困難を知ってもらうとともに、どのように支援すればいいのかも考えてもらう。また、支援の取組みの現状や課題についても、説明する。





＜始める＞


　「災害が起こった時に困難を感じている人に


出会ったら、何かできることをしよう。」


　　「支援する人がたりないんだったら、できる


ことに取り組んでみようかな。」


　　　　　


○場所　学校、避難所、公民館等社会教育関連施設


　○参加対象　地域住民　　　


○連携先（一緒に企画立案が可能な場合は共催する）


　　危機管理部局・福祉部局、自治会、社会福祉協議会、学校、学校を支援する組織、NPO　等








○内容


◆高齢者、障がい者、子育て中の保護者などへの支援に関わる情報を発信する。


・公民館等社会教育関連施設では、情報を収集するとともに閲覧できるように掲示


　・自治会等の団体に対しては、随時情報提供


　　する。





＜知る＞


「日常の生活に困難を感じている人に対す


る支援はこんなに行われているのか。」


「なにかやれることがあるか探してみよう。」





○場所　公民館等社会教育関連施設、自治会等の団体　


○対象　地域住民


○連携先


危機管理部局・福祉部局・市民協働部局、


自治会、社会福祉協議会、NPO　等











